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2010年５月１日[士]１８:００開演

東京文化会館大ホール

指揮香藤栄一 雷蕊
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アルト独唱：小川明子

オルフ祝祭合唱団

すみだ少年少女合唱団
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しいI|I、私どもﾉl<躍交群楽|J１（略称：水郷）の

淡奏会にご来場いただき、誠にありがとうございます。

今凹のプログラムは、グスタフ・マーラーの交群''''第３恭

です。袴さまご作知と思われますが､今年２０１０年はマーラー

ノk誕１５０年1-1です。従来よりマーラーを重点的に取り上げて

きた水群ですので、これはやらねばなるまいという券Iﾊ:I気は、

当然のように２～３年くらいから決定4噸のようになってお

りました。では何をやるかということになり､川内でアンケー

トをとったところ、意外にも票が削れることなく、今川の３

番がすんなりと決まりました。

マーラーには思い入れの深い|､jl負が多数いるI{.'で、なぜ３

番がこれほどの総意を得られたのか考えてみたのですが、今

回が、５ﾉj初句かつ東京文化会館での淡奏会ということが尖

は大きなファクターだったように感じます。

この交禅|M1は、当初、「夏の夜の夢」という副題がつけら

れており、下記にある彼の言葉どおり、’1tの森羅万象を全て

網羅した内容を持つものです。

「僕のこの交群''１１は、世界がいまだかって耳にしたことの

ないようなものだ。そこではI‘l然界全体が一つの声を得て、

人が夢の''１で予感することしかできないほどの奥深い秘密を

物語るのだ」

東京文化会館のステージは水稗にとっても初めてなのです

が、新緑にIyjえる上野公陳lにある「クラシックの殿堂」で、

このｎ然への愛に満ちた交群'''1を演奏することは､水郷にとっ

ても必然だったのかもしれません。６つの楽欺を持ち、全llll

の淡奏時間は約１００分を超えますが、内奔は実にマーラーら

しく多彩多様であり、気がつけばＩｌｌＩが終わっていたとお感じ

いただければ幸いです。ぜひ、ごゆっくりお聴きドさい。

大学管弦楽団出身者を中心に結成。マーラーはもちろん、バーンスタイン、ラヴェル、ウオ

ルトン、ベートーヴェンなど時代を超えた名曲の熱気あふれる演奏で聴衆の感動を誘う。

昨茎至鯉震憲;蕊鱒繍麓f駕懸釘製|;繍劉蹴蕊:ＪＩｌ
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製作

１丁鷲大熊裟崖i鰹大蝋にて鍵術箪掌…。
この間、指揮法を尾高忠明、田中一嘉、円光寺雅彦の各氏に師事。１９８１

には京都大学交響楽団と２週間に渡り、ドイツ、オーストリアにて演奏旅

行を行い、ザルツブルグ音楽祭などにて指揮。′82年には関西二期会室

内オペラ・シリーズ第９回公演、ブリテン作曲「ねじの回転」（関西初演）

の副指揮者を務める。

1984年に水星交響楽団の常任指揮者に就任。水星交響楽団、オルフ

祝祭合唱団との共催で､佐多達枝振り付けのバレエ「カルミナ・ブラーナ」

（'95年､東京文化会館)、「ダフニスとクロエ」（'99年､新宿文化センター）

を指揮した。その後､｢カルミナ･ブラーナ」のバレエ公演では､神奈川フィ

ル､東京シティ･フィルも指揮した。2005年には､同曲を含むオルフの「ト

リオンフィ」３部作（４台のピアノと打楽器）を指揮している。

明治学院大学文学部芸術学科教授。また、著書に「往還する視線１４

－１７世紀ヨーロッパ絵画における視線の現象学」（近代文芸社)、「振っ

ても書いてもしょせん酔狂’（水響興満新報社）がある、

明子（おがわあきこ）アルト独唱

芸術大学卒業、同大学院音楽研究科独唱専攻修了。文化庁オペラ

ｑ
Ｌ－／

罰

小
型
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研修所第１０期修了。

高橋啓三、渡逼高之助、戸田敏子、毛利準の諸氏に師事。1992年第

６１回日本音楽コンクール声楽部門第２位入賞。第４回日本声楽コンクー

ル第３位入賞。１９９３年第４回奏楽堂日本歌曲コンクール第１位、なら

びに山田耕搾賞受賞。

1997年１１月より文化庁派遣芸術家在外研修員として１年間ウィーンに

留学､アデーレ･ハース氏に師事。オペラではモーツァルト『ドン･ジョヴァ

ンニ』､『魔笛｣､ワーグナー『さまよえるオランダ人』､フンパーデインク『ヘ

ンゼルとグレーテル』などに出演。またヘンデル『メサイア』､バッハ『マ

タイ受難曲』、『ヨハネ受難曲』、『クリスマスオラトリオ』、『口短調ミサ曲』、

モーツァルト『レクイエム』等の宗教曲やベートーヴェン『交響曲第９番｣、

マーラー『復活』で多くの合唱団と共演。リゲティ『レクイエム｣、シェー

ンベルク『４つの歌曲』などの現代曲も得意としている。二期会会員。

2003年にＣＤ｢日本歌曲選｣､2006年に｢啄木とみす蜜を歌う｣､2008｢か

らたちの花山田耕搾歌曲集」（ピアノ／山田啓明）をリリース。２０１０年

４月２５日に「荒城の月国楽を離陸させた偉人たち」（ナミ・レコード）
を発表した。
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オルフ祝祭合唱団は､オーケストラ､ダンサー､独唱者と合唱によるエンターテインメント〃合唱舞踊劇〃

を創造するカンパニー'‘0.F.C､"の専属合唱団。０．F.C.は合唱を群舞として使う独特の手法が大きな特徴

となっている。１９９５年の発足以来、創作バレエ界の第一人者として名高いコレオグラファー佐多達枝を

芸術監督に、劇的三部作『トリオンフィ』（オルフ作曲：「カルミナ・ブラーナ｣、「カトウーリ・カルミナ｣、

｢アプロディーテの勝利｣)、『ルードヴィヒ』（ベートーヴェン作曲:｢交響曲第９番｣)、『ダフニスとクロエ』

(ラヴェル作曲)、『イエス、わが喜び』（バッハ作曲：「モテット３番｣)、『ヨハネ受難曲』（バッハ作曲）

などを合唱舞踊劇として上演。今後、２０１１年３月２９日に『カルミナ・ブラーナ』、２０１１年１０月１日

２日に『ヨハネ受難曲』の上演を予定している。

秘Ｍ
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、埜写＜菅Ｌ苫 国ご琵融L二■こき直ぐご－ここ、第二目討酔畠臣説、再二・■こ承＆弓べ話一 ぺ閏邑Ｅ両u6-昌勇岳両汽＞＜吋竜＝二画窪竜弓冨悩ざ宮へ皇 廷、鎧こ■巨句両霊且国宝画＝目、牟邑一酉一吾詞ふざＥ､電琶話＞固宰竜司さ～完

合唱指揮小野真実子(おのまみこ）

洗足学園音楽大学声楽科卒業。同学内コンクール奨励賞受賞。

４歳よりピアノ、１４歳より声楽を始める。声楽を本多悦子、柳津涼子、浦野智行の各氏に師事。ソ

プラノとして様々な演奏会においてソリストやアンサンブルメンバーとして活躍。また､指導者として､〃カ

ンタービレ音楽教室〃や〃石川雅子ミュージックアカデミー〃など音楽教室でピアノと声楽を教えるほか、

"オルフ祝祭合唱団"、’'合唱団ジョイア"、〃千歳中学校・つきみ野中学校合唱部〃の合唱指導、〃女声

合唱ムッタリーベ〃の伴奏ピアニストとしても活躍中。
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すみだ少年少女合哨団

すみだ少年少女合唱団は、合唱をとおして豊かな人間性を育み、音楽性を啓発するため、墨田区教育

委員会により昭和６０年に結成された。団員は、より美しい合唱の創造という目標に向かって、相互のつな

がりを大切にし、それぞれの役割を自覚しつつ、練習に取り組んでいる。

その成果として今日まで、定期演奏会、区内のイベントをはじめとし、府中の森芸術劇場での全日本ジュ

ニアコーラス・フェスティバル、東京文化会館大ホールでのソフィア少年少女合唱団との国際交流コンサー

トや、オーチャードホールでの「トウーランドット｣、すみだトリフォニーホールでの「トスカ」などオペラ

への出演、また、東京国際フォーラム記念演奏会での演奏、トリフオニー開場に伴う新日本フィルの歓迎ガ

ラコンサート、墨田区制５０周年記念コンサートや井上道義指揮「森の歌」に出演など、さまざまな舞台

に立つことができた。これらの演奏会出演の機会をとおし、歌うことの楽しさ、そして難しさ．奥深さを知

ると共に、団員相互の緋の深さを感得した。

昨年度は、東京アカデミッシュカペレやオーケストラ・ニッポニカなど管弦楽団との共演を数多く経験す

ることができたほか、平成８年３月にすみだ少年少女合唱団創立１０周年を記念して初演された合唱組曲

｢展覧会の絵」に久々に取り組むなど実りの多い１年となった。

現在、団員は小学校３年生から高校３年生まで約８０人。甲田潤氏、弓田真理子氏、荒井滋美氏によ

る指導と保護者会の支援を受けながら、年間５５回の練習や６～７回程度の演奏活動を行っている。

＜閏屯＝＝ぜ､銘合一べ浄齢ミーー寺､~昌一Ｇ●今一言、晶舎一こ手や一宇こ弘一今くう竜埼一s～《、ざ－ぜ､鈴呂守毎電己己宅同s、争さ、ざ寺冨、＞やつ＝=､~己夢＜画笥言画＄筈電討里二、二画画亭､寺ごぺ画ご字、＝為さ、寄手自己､Ｓ丙

,
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合唱指導甲Ｈ１淵（こうだじゆん）

東京音楽大学作曲科卒業。同大学研究科修了。

作曲を伊福部昭、有馬礼子、池野成、川井肇、松村禎三の諸氏に、指揮法を三石精一氏に師事。

主な作品に「管弦楽のための拝情断章」「ピアノと弦楽四重奏のための三章」「『紫苑』～尺八と琵琶の

ために～」「シタール、タブラ、タンブーラ、打楽器、筆と十七絃のためのＳＡＭＡＡＥ〈時>」「芝増上寺、

縁山流声明と絃楽のための『四智讃』『錫杖』」「真言声明と事．十七絃による『対揚』」「女声合唱とピアノ

のための"ｑＳＳｌＮＯＴＣＡ〃（チシ・シノッ・チャ）『涙の歌』」等がある。

また出版された楽譜には｢ピアノのための『変容I」｢フルート･25絃事とマリンバのためのラプソディー｣(日

本作曲家協議会)、編曲として女声合唱組曲「展覧会の絵」（ムソルグスキー作曲、全音楽譜出版社)、女声

合唱組曲「カムイの森で」（鹿瀬量平作曲、カワイ出版）等がある。他に「熱中時代スペシャル」「火曜サス

ペンス」等のＴＶ音楽、劇団「東俳｣｢ステージ･ドア」〃prOjectONTHEROCKS"等、芝居の音楽も担当した。
合唱指揮者としては、特に２００４年５月、サントリー･ホールで行われた「伊福部昭辛寿記念コンサート」

で、師の大曲「交響頒偏『輝迦』」の演奏に参加し高評を得た。

日本作曲家協議会日本現代音楽協議会各会員｡｢ｱプｻﾗｽ｣理事｡東京音楽大学民族音楽研究所雲､ｊｌ
任研究員、同大学付属高等学校兼坦講師。

ミミiﾉ源



耳で１回で！楽しもう１１マラ3のすべて
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細成１舞台上に200名超１

ザーが鳴り、ステージに演奏者が入場

その数のおびただしさにお客様は度肝

岳

GustavMahler

SymphonieNr､３

験長の交群IMIとしてギネスブックに登録されていた

こともあったそうです６

次の表で、各楽章のアウトラインを眺めておき

ましょう。参考に「ひとことで言ってどんな音楽か」

所哩時間は約１時間４５分。世界

してくると、その数のおびただしさにお客様は度肝

を抜かれるのではないでしょうか。

それもそのはず、本'1のステージには、最初は

オーケストラ約１１０詔、IMIの後半からアルト独唱、

女声合唱約４０名、児竜合Iﾘ』約６０名が加わり、

指揮者も含め合計約２１０名にものぼる人数がひし

めくのですｂ

合唱の人数は指定がないため、多ければそれだ

け壮観ということもありますが、特筆すべきはオー

ケストラの大きさです。ベートーヴェンの交響曲第

５番『逆命‘［と、『マラ３』の編成を比較してみま

した（ｲf表)。『マラ３』のオーケストレーションの

|〔人さがおわかりいただけると思いますｂ

遠いところに慨いた小太妓、遠いところで吹くポ

ストホルン（郵便ラッパ）というのがあります。つ

まりステージ以外の場所も活川するわけです。これ

らがどこで波葵することになるのか、本稿執筆時点

でまだ決まっていません。小太鼓は第１楽章の途

Ｉｌ１､ポストホルンは第３楽瀬の途中で州てくるので、

どこから聞こえてくるか､楽しみにしていてください。

を添えました。聴いておそらく受けるであろう単純

な印象であって、あとで述べるこのIMIの標題性とは

関‘係ありません。

なお､第４楽章と第５楽章には独唱や合唱が入り、

曲に新たな色合いを添えますが、脱棋も小さく、第

６楽章へ続けて演奏されることから、これらを一種の

にも登録１空前の長さ！

分類

木
管
楽
器

金
管
楽
器

打
楽
器

弦
楽
器

そ
の
他

合
峨

ソ
リ
ス
ト
．

『運命』

フルート２

ピッコロ１

オーボエ２

クラリネット２

ファゴット２

コントラファゴット１

ホルン２

トランペット２

トロンボーン３

ティンパニｌ対（２台）

弦庇部（ヴァイオリンＩ．
Ⅱ、ヴィオラ、チェロ、

コントラバス）

『マラ３』

フルート４（令旦がピッコロと排ち

伴え）

オーボエ‘1（１人はイングリッシュ.

ホルンと持ち伴え）

クラリネット３（１人はバスクラリ

ネットと持ち緋え）
Ｅｂクラリネット２（１人はクラリ

ネットと持ち勝え）

ファゴット４（1人はコントラフア
ゴットと持ち伴え）

ホルン８

トランペット４

トロンボーン４

チューバ１

ティンパニ２対（８台）

鉄零

タンバリン

ﾄライアングル

シンバル

小太妓
火太妓

シンバル付きﾉ<太妓

むち

どら

鋤

弦ｌｉ:部（lIil/I《（ただし櫛楽器の数
柵応に多敬)）

ハープ２

速いところにWtいた小太鼓

速いところで吹くポストホルン

アルトＪ１

女蔵合’
児蹴合

1111
1
１

『
１



牧神が目覚める、奥が行進

してくる（バッカスの行進）

草原の花々が私に語ること

森の動物たちが私に語ること

人間が私に語ること

犬使が私に語ること

愛が私に語ること

進
化
論
的
発
展

「もう眺めるには及ばないよ。あれらは全部曲にし

てしまったからね」（ブルーノ・ワルターが、作曲中

のマーラーに招待されてアッター湖蕊'を訪れたとき、

ワルターがその景観に感嘆していると、マーラーは

ワルターに向かって）

間奏曲とみることもできるでしょう。すると、この交

響曲は、並外れて長大であるとはいっても、伝統的

な４楽章構成の交響曲と捉えられなくもありません。

もっとも、中間２楽章にメヌエットやスケルツォ

といった速めのＩＩｌＩを侭き、最終楽章にゆっくりのIMI

を置く例は少なく、チャイコフスキーの交響|Ⅱ{第６

番『悲愉｣、そして同じマーラーの交禅''''第９稀が

よく知られているくらいですが。

角
ロ

を追ってまとめました（次表)。「交

rしたのに、いまだに標題性にこだ

＝森羅万象｣を描いた音楽

についてのマーラーのコメント（手紙

がいくつか残っています-t，

を馳せたということもわかります。単なる自然を超

え、森羅万象を描いたと言ってもよく、また'１１:界そ

のもの、宇宙そのものを描いたと言ってもよいかも

しれません。

マーラーは、『マラ３』の構想段階において、各

楽章の性格を表す標題をつけていました。これを

見ると、このコメントにある「進化論的発展」とは

何なのか理解できる気がします（最終的には、絶

対音楽である「交響曲」として、これらの標題は破

棄して出版されました)。

や発言など）

第１部第１楽竜

私の交響曲は、１１t界がいまだかって聴いたこと

のないようなものになるでしょう。そこでは、「自然一

がみずからの声を得て、人間は夢の中でしか感じ

られないような、奥深い秘密を物語るのです｡

『マラ３』は向然をテーマとしていることが、これ

らからわかりますもしかしそればかりではなく、マー

ラーはそれらを創造した根源的なものにまで思い

竜
竜
竜
竜
竜

楽
楽
楽
楽
楽

２
３
４
５
６

第
第
第
第
第

部２第

紳曲」として独立したのに、いまだに標題性にこだ

わるのはマーラーの本意ではないでしょうが、ここ

ではあえて、上の標題に沿って想像を膨らませな

がら、｜=I立つ楽器や表現をI|､I心に記すことにしま

すb'三I印になる注目楽器に下線を引いておきました。

｢盛り上がり度」「ぐっとくる度」（ともに５段階評価）

は筆者の主観にすぎませんので、参考程度にご覧

ください。

､蘭ヅ

ひとこと印象

『マラ３｣の聴きどころだ！

「自然」が、戦傑すべきもの、偉大なもの、そし

てまた愛らしいもののすべてを、自らのうちに秘めてい

ることについて、誰も気がついていません。私は、こ

の誰も気がついていないことを、作品全体の巾で、

ある種の進化論的発展の形で表現しようとしました。

ほとんどの人は、「自然」というと､いつも花とか、

小鳥とか、森の息吹といったことしか思い描きませ

んが、これは私にとって奇妙なように思われます。

デイオニュソス磯２や牧神※３のことを誰も気にかけな

いなんて。

このように言えば、もうある種の標題が、つまり

私がどのように音楽をつくるのかが、示されたも同

然でしょう。

楽章 表情指示(楽譜の最初に書いてある） 演奏 時間

第１

第２楽篇

第３楽章

(アルト独''１

第４楽章

第５

第６楽章

KriiftigEntschieden

TempodiMenuetto．
Sehrma6igJanichteilen1

Comodo､Scherzando

ＯｈｎｅＨａｓｔ

SehrlangsamMisterioso．
DurchausPPP．

LustigimTempoundkeck
imAusdruCk

LangsaInRuhevoll
Empiunden

力強く°決然と・

メヌエットのテンポで。きわめて中川
に。急がないで！

．
“
ロ
■
Ｊ
Ｌ

気
で

糾
町
Ⅲ
恥

非
て

テンポは快活に、表現は大胆に。

ゆっくりと。安らぎに満ちて。感怖を
込めて。

楽に。おどけた感じで。急がない

#にゆっくりと。神秘的に。一興し
溺音で。

|、女声合I1H、児亜合IIHが入場）

オケのみ

オケのみ

オケのみ

-i-アルト独''1１

-+-アルト独IiI-l

女性・児満合|ﾘ｛

オケのみ

約３５分

約１０分

約２０分

約１０分

約５分

約２５分

続
け
て
淡
奏

豪壮で艮大

チャーミング

生命の胎動

深遠で厳か

クリスマス？

…泣けます



草原の

花々が
私に語る
こと

鴎

’

４

４

愛が私に
謡ること

森の動物
たちが

私に編る
こﾙ

ｒ

水星交響楽団第４３回定期演奏会

フ

天使が私
に語ること

里が行進
してくる

楽章：
Ｐ
ｐ

第１楽蹴

牧神が

｢I覚める

里が行進

してくる

第２楽章

草膜の

花々が
私に語る

こと

第３楽章

森の動物
たちが

私に語る

こと

第４楽顛

愛が私に
縦ること

第５楽噸

|剖鰹

第６楽巌

天使が私
に語ること

瞳 聴きどころ

‘淵瀧撒M淵呉蝶脳賦鮒剛’せつけずI吃厳するアルプス11|脈か。

2．水禰のコラールに乗って、オーボエの災しい蝋。当Zラリネットがベルアッブですっとんきょうに乱
入。太陽がやわらかに1'１‘〔原を照らし、牧神が11覚めた。

３トロンボーンの1Kく､災火なソロ｡雌後の方でトロンボーンlILI‘1t饗になり､:||:脳にカッコよく決める。

４．２と|‘iIじ水密のコラールのあと、チェロに始まるIWiかな行進IMI・次節に嘘りｋがっていき、その
願点で再び主ルンが''@唖、トランペットのIlIfしそうな嘆きのﾉlf。
バッカスがゆっくりと近づいてきて、アルプスに対雌した。

5．水獅のコラールに導かれ、ホルン、ヴァイオリンソロ、水禰、ハーブが絡み合う。このIMI随一の
優しい場面。

6．低弦から始まる、かなり粗野な行進1111。金禰の荒々 しいあと打ち、水禰の金切りﾉＩｒが続いて（フ
ルートはここで余興がピッコロに持ち伴える)、またまた綴り上がっていく。

やがて弦楽器が嵐のようにうねり出し、行進曲はカオスに突入。

とうとうバッカスが雛れだした。牧神も逃げ惑うばかり。

7．突如、速いところから、小火鮫が

が戻ってくる。

まったく関係ないテンポで11i隊マーチを叩きだすｂｌのホルン

８．４と同じ行進1111.しかし今度は決して取り乱すことなく、ひたすら他Llf的に嘘り上がっていく。ア

ルプスと牧神とバッカスが手をとり合って、洲和のとれた悦火なる圃然がここに光成。

1．オーボエの愛らしいメロディ。ヴァイオリンのせつないＩ洲べ。！',，肌

2．短調に変わり、リズムが細かくなる。少し風が強くなってきたようだ。さらにヴァイオリンの菱傭

もせわしくなり、雲行きまでも怪しくなる。

３．１，２が繰り返される。ただし、オーケストレーションがかなり複雑になっている。’11じ箇所でも

楽器によって表怖が全然進っており、その変化と多様さが兄もの（聴きもの)。

4．何ｌｌｆもなかったかのようにｌが暖る。繊細で即興的な助きを兇せるヴァイオリンの調べが聴きも

の。花々の動きが次第に力を失い、ソロヴァイオリンの印象的なｋ行旋律でなにげなく終わる。

Ｌ烏たちの鳴きﾉ詩が､クラリネット､ピッコロ､オーボエ､Ｅｂクラリネット､フルートの順で模写される。

続くヴァイオリンは森のざわめきか。

２音iiiが上がって、獣たちの楽しいＩＤ(・弦、水禰、ホルンが朗らかに歌う。

３．１が灰るが、表’'１１fがやや険しくなり、オケも分l',[くなってホルンが''@峰する。金禰とIll低弦によ
る､脚.fド降が印象的。

4．再びｌがフルートに"&る。ｌＥｂクラリネットによって「あつかましく」と脂定された新しいメロディ

が吹かれる。ピッコロがI.:ｳのﾉ蹄を摸すと…

5．速いところから、ボストホルンがどこか懐かしいM＃<をM)<う。フルートによる合いの下をはさみなが

ら３１ul繰り返されるが、21111め、３１IilめにはリストのＦスペイン狐緋IIII」（ピアノI''1）とよく似た

節が現れるのは意外。

6．府突な信号ラッパに導かれ、鳥と献がいっせいにうごめき川す。次第にji1jきが大きくなり、森は

大騒ぎも３のＷザド降に続く型Ｌｚは、荒々しくも楽しげもやがて森の神嫌のがｲでも感じたの
か、烏（水禰）がけたたましく奇ﾉＩｆをあげると、駁ぎは忽逃に携える。

7．ポストホルンがγI残惜しそうに{〃<うと、｜りびI}'卿'し、そのD'1点でビッグバンのような和f，fの爆発。
森の神様の幾場？

8．ティンパニの．､辿符に乗ってテンポをl:げ、ｊｿj物たちがllj:び添気を取りﾉﾉﾐす。剛l1f.fの第３汗

が､'４断上ドしながら交ﾉj:に４，1れ、雌後には抜けてしまい、災I洲とも随1洲ともつかない不思縦な

稗きで終わる。

別掲の|＃<iilと‘沢文を参照．

アルト独ｌＩＩＩが入る。オケとしては、ホルンとヴァイオリンの息の災いかけ合い、オーボエの|聴き

節などが印象的。

別掲のﾙ<ﾙﾘと,沢文を参照。アルト独lIllにljI1え、 女ﾉｌｉ合lllIと児『if合'''１が入る。

オケとしては、数会の姉が終始|ﾘ:)り郷くこと、郷楽器の楽しく汎じり虻のない群きが'?|l象的。
なお、この楽噸は、通附仙のどの楽器よりも忙しいヴァイオリンが、まったく川研がない。ほっ

と・息ついているヴァイオリン餐仔の型iliにも哩沈|Iだ。

貯合1１

1．ヴァイオリンが厳淵な、しかしill1Iかい旗↑'1を１W<いだす。沈４
出される弦の職かな稗きに、ぞくっとしない人はいないはずｉ

２オーボエに導かれてI.f楽はやや忽辿する。ホルンが入るとテンポもかなり|:がって、悲しい激
ｈｌｉがあふれ出す。

３．１が垂王旦に灰り、ヴィオラ、ヴァイオリンに受け継がれると、神が地|:の悲しみを似めるように、
慈愛の度を深めていく。次いで水禰トップ炎仔によるユニ空とのl吹は尺l:の郷き°

４．２とlIilじ急辿の場Iliiioトランペットの恋|吹に禅かれ、今''11の忽辿のｉ２は弦楽器雌，マーラーらし

い嘆き節が眺能できる。

金符のファンファーレ、ホルンの''@畔を経て、IIiび沈脈する。

5．悲しさが火きいほど､慰めも大きい。１１jびﾉ慮ったｌはヴァイオリンから始まり､水禰､金満も肌わっ

て、大きく感動的なうねりを兄せる。

しかし２の急迫がまたも現れ、）.f楽はかってないカオスに。

ａ不毛の大地に、寂塞としたフル－１三｡しかし金irの消溌なコラールでｌが"さると、ついに太陽
が兇ってくる。

7．全オケがゆっくりと盛り上がっていき､いよいようfナーレ。テインパニ２ｆｉのＤ･ＡＩ‘f巡打に乗っ

て二長調の_i三和断が肺かしぐ鳴り稗き、「愛」の雌終的な釧述点へ。

lKを破り、ノJ,感の思いを込めて弾き

(に咲く花々が風に揺れる。

噸
２

３

５

２

５

３

５

２

２

２

３

４

２

４

５

５

３

３

２

５

５

樹
３

４

４

５

４

３

５

４

３

３

４

３

３

３

３

４

３

４

４

４

６

５

５

５

５

５

６

解
５‐

７‐

10-

１９‐

２１－

２５‐

30-35

０‐

2‐

3－

７－１０

０‐

2‐

3‐

5‐

7‐

１２‐

１５‐

1８－２０

Ｏ－ｌＯ

0-5

0‐

５‐

8－

ｑ

如

堅

△

ぐ
■
０
。
▲

16-

１９‐

２２‐



鐸

Ｂ

チェと民謡詩

照的な2つの歌詞

第４楽章の歌詞は、ドイツの哲学者ニーチェの

思想を代表する著作『ツァラトウストラはこう語った」

(全４部）（1885年）の、最も重要な一節からと

られています。

「ツァラトウストラはこう語った』といえば、リヒャ

ルト・シュトラウスの同名の交響詩があまりにも有

名ですが、マーラーも同じ題材から曲をつくってい

たわけですｂ作曲年代も同じで（ともに１８９６年)、

ニーチェが当時の知識層に与えた刺激の大きさが

うかがわれますも

「OhMensch1GibAcht！（人間よ、心せよ｡)」

から始まるこの一節は、第３部のラストに近い『第

二の舞踏歌」に現れます。ツァラトウストラが「永

劫回帰」の本質に触れ、それを真に獲得すること

と自らの生とが決して両立しないことを悟ってさめ

ざめと泣く部分、生との別れを告げる鐘が１回ま

た１回と響くごとに、この一節が１句ずつ刻印さ

れるのです※4。

第５楽章の歌詞は、ドイツ各地に古くから伝わ

る民謡を、ブレンターノとアルニムという２人の文

学者が蒐集してまとめた詩集『子どもの魔法の角笛』

(1808年）からとられています。

この民謡詩集は、村の生活、若者のせつない恋

心、尼さんや僧侶、さらには無法者の暮らしぶりな

ど、一般人の飾り気のない感』情を生き生きと伝え
シュトウルム･ウント・ドランク

てし､て、『グリム童話』とともにドイツ疾風怒涛

時代の大きな成果とされています。

マーラーはしばしば交響曲の中に『子どもの魔

法の角笛』の詩に曲をつけたものを織り込んでおり、

｢マラ３』のほかに、交響曲第２番、第４番にも

取り入れています（このため、交響曲第２～４番

を｢角笛交響曲｣と括ることがあります)。さらにマー

ラーはこれに飽き足らず、十数編の詩を選んで同

名の歌曲集までつくっており、この民謡詩集の素朴

な世界にかなり入れ込んでいたようです。

超人ニーチェが（キリスト教を拒絶し）「人間」

として耽った深遠な思索と、一般人が素朴に期待

する（キリスト教的な）「天使」の救済◎マーラー

は対照的なこの２つの世界に人間界の営みを代表

させ、第１～第３楽章で完成した自然界の営みの

｢進化論的発展」として配置しました。

そして、ついに、第６楽章で「進化論的発展」

の最終形態が明らかになります。

の再降臨なるか!？

揮身の第６楽章

「私はこの楽章が『神が私に語ること』と呼ばれ

てもよいと思いますｂ神がただ愛としてのみ理解さ

れるという意味においてです｡こうして､私の作品は、

階段的な上昇で発展していく、あらゆる段階を含

む音楽的な詩となっているのです｡それは生命の

ない自然で始まり､神の愛まで高められていきます」

（マーラー）

すなわち、「愛」＝「神｣。

水響は１７年前の１９９３年５月に、「マラ３』を

演奏しています。筆者はまだ社会人何年めかの若

造で、今日と同じ楽器の同じパートで舞台に乗って

いました。当時はとくに深く考えることもなく楽譜を

こなしていたというのが正直なところですが、合唱

のけがれのない声がフェードアウトして第５楽章が

終わり、弦楽器の深い響きで第６楽章が始まった

とき（自分は管楽器なので、音を出していないの

ですが)、思わず全身が脱力し、ふ－つと大きく息

を吐いたことを今でも鮮明に覚えています。約２５

分の演奏時間が、とてつもなく長かったようにも、

ほんの一瞬のうちに過ぎ去ったようにも感じられま

した。最後の二長調主和音のロングトーンでは、

身体の中で、ほっぺたからお腹のあたりまで、しあ

わせな温かい液体が満ちて膨らんでくるような感覚

があり、身体の外では、自分たちの意思とは無関

係に、音がホールに充溢しているような感覚があり

ました。

－「神様が降りてきた」という感覚を、もてた

のかもしれません。

マーラーは楽譜の最後、この二長調主和音の部

分に「NichtmitroherKraft､Gesattigten,edlen

Ton.(乱暴になることなく｡満ち足りた､至高の音｡)」

と指示しています。これが、神様を降臨させるため

の、プレーヤーに向けたマーラーの具体的指示で

す。１７年の星霜を経て、筆者のような古株団員か

ら、筆者が社会人となった頃に生を受けた新しい

団員まで、全員が一体となり、再び神様を降ろして

くることができるよう、この指示をかみしめながら

最後の音を伸ばしたいと思います。



【第４楽章】

『ツァラトウストラはこう語った

（AIsosprachZarathustra)』より

ニーチェの思想は極めて深遠であり、この書物

のスタイル自体も、理論的な哲学の説明書ではな

く、暗示的・寓話的な物語調をとっています。した

がって、下の一節も、一読して意味がわかるような

明快なものではありません。ここではなんとなく雰

囲気を感じ取れればそれでよいと思います６

ＯｈＭｅｎｓｃｈ１ＧｉｂＡｃｈｔ１

人間よ、心せよ。

WassprichtdietiefbMittemacht？
深い真夜中は、何を語るのか。

"Ichschlieflchschlief-，

｢私は眠っていた、私は眠っていた。

AustiefemTraumbinicherwacht：－

深い夢から、私は目覚めた。

DieWeltisttief，

世界は深い、

UndtieferalsTaggedacht、
昼間が考えたよりも深い。

TiefistihrWeh-，

世界の苦痛は深い。

Lust-tiefernochalsHerzeleid：

快楽は、一心の悩みよりもさらに深い。

Wehspricht：Vergeh1
苦痛は語る、立ち去れと。

DochalleLustwillEwigkeit-，
しかし一切の快楽は永遠を欲する、

一willtiefe,tiefeEwigkeit！”
深い深い永遠を欲する」

【第５楽章】

『子どもの魔法の角笛（DesKnabenWunderhorn)』より

こちらは平易です。前口上と締めくくりに挟まれ

て、エピソード（点線内）が語られます。ペテロは

アルト独唱､イエスは女声合唱によって歌われます。

「ピン、バン」というのは鐘の音の模写で、児童

合唱によって（のちに女声合唱も加わる）終始繰

り返されます。

ＢｉｍｍＢａｍｍ,…

ピン、バン、…

ＥｓｓｕｎｇｅｎｄｒｅｉＥｎｇｅｌｅｉｎｅｎｓｉｉｌ３ｅｎＧesang；mit
FreudenesseligindenHimmelklan９，
３人の天使がかわいらしい歌を歌い、その歌は喜びにあ

ふれて天上に響きわたった。

siejauchztenfr6hlichauchdabei,dal3Petrusseivon
Simdenfrei・

天使たちは歌いながら歓喜の声を上げた、「ペテロの罪

が許された!」と。

UndalsderHerrJesuszuTischesa6,mitseinen

zw61fJimgerndasAbendmahla6：
イエス様が１２人の使徒とともに食卓につき、晩餐

をとられたときのこと、

DasprachderHerrJesus,“Wasstehstdudenn
hier？WeImichdichanseh',ｓｏｗｅｉｎｅｓｔｄｕｍｉｒ１”

イエス様は言われた、「そこのお前、いったいどうした

のだ？よくよく見ると、泣いているようにみえるが」と。

“Undsollt，ichnichtweinen,dugiitigerGott？

Ichhab'iibertretendiezehnGebot・Ichgeheund

weinejabitterlich.”
〔ペテロ〕「慈しみ深い神様、これが泣かずにおられ

ましょうか？私は十戒を破ったのです。私はここを出

て、思いきり泣きたいのです」

(Dusollstjanichtweinen1Sollstjanichtweinen1）
〔合いの手〕(泣いてはいけない!泣いてはいけない!）

"Ａｃｈｋｏｍｍｕｎｄｅｒｂａｒｍｅｄｉｃｈｉｉｂｅｒｍｉｃｈ！”

〔ペテロ〕「どうか来て、私を憐れんでください」

‘‘HastdudennUbertretendiezehnGebot,ｓｏｆａｌｌ

ａｕｆｄｉｅＫｎｉｅｕｎｄｂｅｔｅｚｕＧｏｔｔ１ＬｉｅｂｅｎｕｒＧｏｔｔｉｎ

ａｌｌｅＺｅｉｔ１Ｓｏｗｉｒｓｔｄｕerlangendiehimmlische
Freud，.”

〔イエス〕「お前が十戒を破ったというなら、ひざま

ずいて神に祈りなさい。どんなときも、ひたすら神を

愛しなさい。そうすれば、天上の喜びがお前にもた

らされる」

ＤｉｅｈｉｍｍｌｉｓｃｈｅＦｒｅｕｄ，ｉｓｔｅｉｎｅｓｅｌｉｇｅＳｔａｄｔ，die
himmlischeFreud',ｄｉｅｋｅｉｎＥｎｄｅｍｅｈｒｈａｔ１

天上の喜びは至福の都｡天上の喜びは終わることがない。

ＤｉｅｈｉｍｍｌｉｓｃｈｅＦｒｅｕｄｅｗａｒＰｅｔｒｏｂｅｒeit，t，durch

JesumundAllenzurSeligkeit・
天上の喜びはイエス様によって与えられた。ペテロと、

そしてすべての人を幸福に導くために。

(横地篤志（歌詞の日本語訳も)）

６－~層三一ａｒｓ－雲~~、rこつ

※ｌアルプス山脈の東端、オーストリア中部ザルツカンマー

グート地方にあり、避将地として有名。マーラーはここに

作曲小屋をかまえ、淡奏会がオフになる夏になると（当

時マーラーはハンブルクilj立歌劇場の指揮者だった)やっ

て来て、作曲に集中した。

※２ディオニュソスとは、ギリシャ神話で破壊と創造の神であ

り、また豊穣と酒の神でもある。ローマ神話ではバッカス

がこれにあたる。

※３牧神とは､ギリシャ神話のパン｡ローマ神話ではファウヌス。

山野と牧畜をつかさどる半人半獣の神。

※４しかし｢永劫回附!}｣の虚無は､第４部において､｢永劫回帰」

そのものをIIq〔視して肯定することにより超克される。「ツァ

ラトウストラは熟した。私の時がやって来た。これが私の

朝だ。私の一日が始まる。いまこそ上がって来い、上がっ

て来い、おまえ、大いなる正午よ｣。この「永劫回帰」の

積極的な肯定に至るプロセスの途上で、再び、この一節

の１句１句が薄く惨みながらリフレインされる場面がある

（第４部ｱ夜の棚い人の歌(酔歌)』～了職)。

●
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1旧

から２７年を経て、ようやく自分もこの曲の舞台に乗

れますｂああ、何という幸せ！

（セミ・プロ・ステマネ＠本日は舞台上）

１
１
１

｢マーラー３番』 Ｘ

私にとって最初のマーラーが３番。中この冬にＬＰ

でこの大曲に触れ、「夏の足音」に懐き、「愛」の歌

に圧倒されたことを昨日のことのように想い出します６

以後２６年間で生で聴くこと１２回（前回の水響の３

番も客席で聴きました。正直羨ましかった)、出会い
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｢闇にさす光｣を思い浮かべて歌います

２７年目の幸せ！
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作曲小屋でマーラーに浸りきる３番を歌うのは初めてですｂこれで、女声独唱付き

のマーラーの交響曲は全て歌ったことになるので感慨

深いですね。

曲に接してみると､「若いな」と感じるけど､前回歌っ

た「大地の歌」に通じる幽玄の世界も感じます。３０

歳代と晩年の４０歳台後半と作曲時期は異なりますが、

生と死の境目といった作品に流れるものは同じなんだ

と思いました。初めて水響と合わせた時は、マーラー

が細胞にしみわたっていくように感じられて、とても幸

せでしたよ。

歌う時に思い浮かべるのは、「闇にさす光」かなあ。

人生のいい時期にあっても、マーラーって何かに追わ

れ、何かに襲われるのではという恐怖心に付きまとわ

れていたような気がする。ただ、この曲に取り組んで

いた時は、これからきっとよくなるとか、いつかくる幸

せ、人生の勝利を予感していたように思いますｂ皆さ

んも、前向きなものを感じ取って欲しいですね。

（小川明子アルト独唱）

Ｉ

１
１

マーラーが交響曲第３番を作曲した作曲小屋が、

オーストリアのアッター湖畔に残っていますｂ水響での

前回の交響曲第３番の公演から数年後、その作曲小

屋を訪ねました。

２００９年７月１９日、水響合奏後に国立駅そばのア

イスタジオで行われたオーディションで、私はマラ３

のトロンボーンの１番を獲得したのだ。

鳴呼マーラー、３番、マーラーの３番「我らは堅固

な校舎を建てた」なる学生歌を主題に始まるこの長大

な交響曲は、二十うん年前の学生時代、確かに夢の

交響曲だった。

ＮＨＫ教育で放送されたバーンスタインの演奏をモノ

ラルで撮ったビデオを繰り返し鑑賞し涙していたあの

頃。まだＢＳ放送が始まったばかりでサロネンがＮ響

に客演したのを実演には行けず学寮にただ１台導入

されたＢＳチューナーで見た(あの素晴らしい３楽章!!）

あの頃、３番は夢の交響曲だったのである。

マーラーの３番のソロパートは上吹きトロンボーン

奏者にとっては一生に一度は吹きたいパートだ。

オーディション以来、交通事故にも・脳卒中や心不

全などの突然死にも合わないように、また暗い夜道で

おやぢ狩りに合わないように、注意しつつ本番に備え

る毎日である。（さと－）

P.Ｓ、

もっともっと詳しい私のマラヘの思いは、こちらから↓

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ・assist-forg/suikyo/mara3・ｄｏｃ
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『
●

日曜日、練習から帰宅、５楽章の『天使の歌声』を

聴きながら眠りにつき、翌日の出勤のテーマは『マー

チ風』１楽章､週末の黄昏は６楽章の『天国への階段』

…等と想像(妄想?)しながら､マーラー３番と付き合っ

ておりますｂ皆さんも、本日の水星のマラ３で「昇天」

請合い！（井上拓）

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

バイオリン奏者の私としては、このテーマの答えは

｢第６楽章冒頭」に尽きますね。バイオリンは１つ前

の第５楽章はお休みしてますも第５楽章が無邪気で

素朴な子供の世界の音楽とすれば、この第６楽章は悟

りを開いたようなとても落ち着いた大人の世界の音楽

です６５楽章の休みがあるからこそ、６楽章の冒頭の

バイオリンの美しいことこの上ない旋律を存分に効果

的に聞かせることができるのでしょう。（前田啓）

｢第６楽章冒頭」に尽きます！ ｢今回は、佐藤君で」…うつそ～！

マラ３生活
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◇アルト１

近江栄子

大牟出Ｉ貞了

人森栄子

ＧＡＮＣＯ・

木下智美

高橋麗美

◇ソプラノ２

州-|：純｡ｆ

金友浩美

柴Ⅱ｜裕子

鈴木さやＩ：

聡子

淑子

久子

寛子

智美 ◇アルト２

大脇依保]皇

ｊｉＭ；美加沙

鈴木ｊｉＩｌｉｆ

棚水愛

根本滋j亀

藤IlIllI紀ｆ

森知恵ｒ

ｌｌｌｋ下枝

◇合唱指導

lIIIll淵

◇アルト

池田麻友

池、佑香

岩測咲希

岩洲典実

１N

野、品子

萩原愛紗

福田ちひろ

藤田準乃

三屈曲実

南聡実

武藤結

望月期太

lllI-lIiII油美

渡遜優子

(水星交響楽団第43回定期演奏会
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麻美
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玲弥
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◇ソプラノ１

大I.Ｉひろみ

佐枝陽子

鈴木祐子

武川光j'：

TlfIIIはつみ

IllII1和･ｆ

ありさ

まりや

誠人

優希

真菜実

星玲菜

瑠菜

有沙

弧型辿企

◇合唱指導

小野真実子

ＩＪＬｉ村くれは

柳奈津代

渡辺悦j笹

◇メゾソプラノ１

井内ノゴ里

岩根桂子

内山純子

小柴裕子

佐久間美和子

１１｢畑恵子

牧'１１が賀子

すみだ少年少女合!I剛釧聖公
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１洲｜｜ﾘ111香

久保季三江

佐藤江美子

◇ソプラノ

浅野優花

安(.ｋ紗穂１Ｍ

居城奈南

伊藤美穂

大水彩加

岡村突緒

艮川逸希

小関織織

小関未玖

川内ＩｂＩｊ忠

小池李堆

小林珠緒

禰藤江利j層



◇指揮者

癖藤栄一

◇コンサートマスター

米l鴫龍Ｈ

◇第１バイオリン

ノk駒陽･」竺

側;､l・剛ｌＥ

岡Ill紳太郎

叫宗洋ｒ

篠木悠介

鈴木尚志

鈴木美沙

商僑庇

徳地仲保

削III1I起

Ｉｌ１ｌｌｌ咲子

寓川妙了

寓川雅硲

｜||内杵

Ni源卿

米||鳴龍ハ

◇第２バイオリン

洲Ⅱ遥

岡ⅡＩ哩里

川原ひかり

黒川夏突

小林美佳

聖公

小山吉智

佐々木晶子

菅原利枝

祐成秀樹

高尾麻衣子

滝津Ｉｍｉ

ｌ２屋和隆

曲沢洋

野村国康

前田啓

吉野直樹
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有井晶

井上拓
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木村納

金純子

小松聡

藤岡洋､|え
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柳I沢成俊

◇チェロ

伊津雅子

今村文子

岩下藍

水星交響楽団 型ソ
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竹雌ひかり

川代愛
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'|'||｜態一

lI1If火緒

◇コントラバス
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検地篤志

◇ファゴット

ヒ屋友紀

魁井一夫
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士方明

◇ホルン

伊集院正宗
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向愛化

山水勲

波辺麻j篭

第４４回定期演奏会

２０１０年９月２０日（月祝）１３:３０開演すみだトリフオニー大ホール

オールプロコフィエフプログラム

交響曲第７番、ヴァイオリン協奏曲第１番（ヴァイオリン独奏：田野倉雅秋）

バレエ音楽「ロメオとジュリエット」抜粋

>①一室器掌＝cく

第４５回定期演奏会

２０１１年５月１日（日）１３:３０開演予定ミユーザ川崎シンフォニーホール

>③一重窯参＝oく

第４Ｂ回定期演奏会

２０１１年９月１９日（月・祝）１３:３０開演予定すみだトリフオニーホール


